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天然有機化合物を含む多くの生理活性物質は、生体内で複数の標的を持つことが知られ、その有

用な生理活性と同時に副作用を誘導する。そのため、生理活性物質の標的選択性をチューニングす

る戦略は、ケミカルバイオロジー研究における重要な課題である。我々は、複数の標的タンパク質

に結合する植物ホルモン様天然物コロナチン（1）の立体異性体ライブラリーを構築し、高い標的

選択性をもつリガンドのスクリーニングに成功した。 

1の標的タンパク質は、植物体内において複数のサブタイプをもつ COI1-JAZ共受容体である。

1 は、多くの COI1-JAZ共受容体サブタイプへ結合することで、多様な生物活性を誘導する。我々

は、1の全 16立体異性体を合成し、シロイヌナズナ（13×COI1-JAZ）、トマト（13×COI1-JAZ）、

イネ（45×COI1-JAZ）の 3つの植物種の COI1-JAZ共受容体を対象に、立体異性体のサブタイプ選

択性を評価した。その結果、3 つの植物種の COI1-JAZ 共受容体それぞれに対して、高いサブタイ

プ選択性を示す立体異性体が見出された。これらの結果は、1の立体異性体ライブラリーが、COI1-

JAZ共受容体サブタイプ選択的リガンドのスクリーニングに有効であることを示唆している。発表

では、スクリーニングで見出したサブタイプ選択的リガンドの生物活性についても報告する。 
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Figure: Overview of the stereochemical library screening of coronatine (1) 


